
大
雪

山
を

め
ぐ

る
水
力
発
電

石

狩

川

水

系

綱

石
狩
川
。
舳
そ

の
源

を
大
雪
山

の
石
狩
岳

(
一
九
六
二

m
)

に
発
し
、
大
小
無

数

の
支
流
を
合
わ
せ
、

え
ん
え

ん
と

し
て
石
狩
太
平
原
を
貫
流

し
て
日
本
海

に

注
ぐ
。
そ

の
延
長
二
六
八

・
四
㎞
。
流
域
面
積

一
万
四
、
四
〇
〇
平
方
㎞

で
本

道
面
積

の

一
八

・
三
%
を
占

め
る
。

ま
さ
に
、
北
海
道

の
母
な
る
川
で
あ
る
。

だ
い
せ
つ

そ
う
う
ん
き
よ
う

ま

く
ん
ぺ
つ

か
み
か
わ

あ
ん
た
う

ま

あ
い
ぺ
つ

こ
の
川

の
本
流
に
は
大
雪

・
層
雲
峡

・
真
勲
別

・
上
川

・
安

足
間

・
愛
別

の

各
発
電
所
が
あ
る
。
ま
た
、
忠
別
岳

(
一
九
六
一二
m
)
を
源
と
す
る
支
流
忠
別

え

お
ろ
し

ち
う
べ
つ
が
わ

し

び
な
い

川
に
は
、
江
卸

・
忠
別
川

・
志
比
内
各
発
電
所
、
十
勝
岳

(
二
〇
七
七

m
)
を

か
な
や
ま

ぼ
ん

も

じ
り

の

か
な
ん

あ
し
べ
つ

源
と
す

る
支
流
空
知
川

に
は
、
金
山

・
奔
茂
尻

・
野
花
南

・
芦
別

の
各
発
電
所

が
あ

る
。
さ
ら
に
北
海
道
開
発
局

(
建
設
省
)
が
施
工
管
理
す

る
大
雪

・
金
山

両
多
目
的
ダ

ム
も
こ
こ
に
あ
る
。

島

俊

石
狩
川
本
流
の
ダ
ム
と
発
電
所

大
雪
ダ

ム
は
、
石
狩
川

の
上
流
標
高
七
四
〇

m
、
上
川
町
層
雲
峡
大
学
平

に
あ
る
。
昭
和
四
十
九
年

十

一
月

か
ら
貯
水
を
始

め
、
総
貯

水
容
量

は
六
、

六
〇
〇
万
ト
ソ
。
昭
和
五
十
年

八
月

二
十
三
日
か
ら

二
十

四
日
に
か
け

て
の
台
風

六
号
に
よ
る
集
中
豪

雨
の
さ

い
、
そ

の
威
力
を
早
く
も
発
揮

し
た
。
八
月

半
ば
ま
で
農
業
用

に
放
水
し

て
い
た
の
と
、
夏

の
渇
水
期
に
ぶ

つ
か

っ
た
た
め
水
位
は
相
当
下
廻
り
、

豪
雨
直

前

の
貯

水
量

は
二
、

三
〇
〇
万
ト
ン
で
あ

っ
た
。
上
川
営
林
署

の
観
測

に
よ
る
と
、
降
水
量
は

観
測
史

上
最
高

の

一
七
七

㎜
。
毎
秒

三
〇
〇

ト
ン
の
水
が

こ
の
ダ

ム
に
流
れ
込

み

一
、

二
〇
〇
万
ト

ン

を
貯
水
し
、
三
、
五
〇
〇
万

ト

ン
に
達
し
た
が
、
総
貯
水
容
量

に
は
ま
だ
余
裕
が
あ
り
、
流
れ
込
ん
だ

水

の
ほ
と
ん
ど
が
同
ダ

ム
で

ス
ト

ッ
プ

し
た

。

も
し
大
雪
ダ
ム
が
な
く
、
毎
秒

三
〇
〇

ト
ン
の
水
が

ス
ト

レ
ー
ト
に
下
流

に
流
れ
て
い
た
ら
i

。

「
下
流

の
水
位

は
確
実

に

一
m
上
が

り
、
旭
川
市
永
山
町
付
近

の
堤
防
は
間
違

い
な
く
決
壊
し
、
は
ん

ら
ん
し
て
い
た
、
ダ

ム
直
下

に
近

い
層
雲
峡
温
泉
街
や
上
川
町
な
ど
で
も

は
ん
ら
ん

の
お
そ
れ
が
あ

っ

た
」
と
ダ

ム
関
係
者

は
い

っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
例

に
お
け
る
ダ

ム
の
効
果

は
大
き

い
。
が
、
山
は
だ
を
削

っ
て
工
事
を
進
め

る
ダ

ム
建

設
は
、
自
然
保
護

の
面

か
ら
重
大
で
あ
る
。
そ

の
う
え
、
水
没
林
道
付
替
工
事

の
狸
台
林
道

で
は
大

き

な
自

然
破
壊
を
犯
し
、
問
題
を
残

し
て
い
る
。

◇

◇

こ
の
ダ
ム
直
下
に
大
雪
発
電
所
が
あ
る
。
昭
和

四
十

八
年
六
月
着
工
、

五
十
年

六
月
発
電
開
始

。

こ

の
当
時
の
北
電
工
事
概
要
書

に
は
次

の
よ
う

に
書

か
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち

「
昭
和
四
十
三
年
着
工
し

た
大
雪
ダ

ム
は
、
道

開
発
局
が
建
設

し
て
い
る
洪
水
調
節

・
か
ん
が

い

・
水
道

(
旭
川
市
)

.
発
電
を

目
的
と
す
る
多
目
的
ダ

ム
で
、
北
電

は
こ
の
う
ち
発
電
を
担
当
す

る
。
こ
の
発
電
所

の
特
色

は
、
貯

水

容

量
の
大
き

い
大
雪
ダ

ム
を
利
用

し
て
急
激
な
需
要
増

加
に
即
応

で
き
る
す
ぐ
れ
た
機
能

を
も

っ
て
い
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る
。
ま
た
、
大
雪
山
国
立
公
園
特
別
地
域
内

に
あ
る
た
め
、
自
然
保
護

に
特

に
留
意
し
、
構
造
物

の
ほ

と
ん
ど

を
地
下
式

に
し
た
り
、
修
景
緑
化
も

エ
コ

ロ
ジ
ー
手
法

を
用

い
る
な
ど
の
く

ふ
う
を

こ
ら
し
て

い
る
L

と
。

◇

◇

こ
の
下
流
約

=
二
㎞

(
温
泉
街

か
ら
三
㎞
下
流
)

の
所
に
層
雲
峡
発
電
所
が
あ
る
。
昭
和

二
十

八
年

一
月
着

工
、

二
十
九
年
十
月
発
電
開
始
。

こ
の
完

成
で
戦
後

の
電
力
不
足
が
解
消
し
、
北
海
道
は
全
国

に
先
駆

け
て
電
力
制
限
を
と
り
や
め
る
こ
と
が
で
き

た
。

層
雲
峡
温
泉

か
ら
小
函

・
大
函

に
か
け

て
の
石
狩
川
は
、
千
変
万
化
極
ま
り
な

い
峡
谷
美

を
縫
う
よ

う
に
岩

を
か
ん
で
流
れ
る
。
大
函
か
ら
三
〇
〇

m
上
流

に
層
雲
峡
発
電
所
本
流
取
水
ダ

ム
が
あ
る
。
高

さ

一
〇

m
堤
頂
長
五
九

・
七

m
の
コ
ソ
ク
リ
ー
ト
重

力
式

ダ

ム
で
、
堤
体
積

は
七
、
七

一
こ
ご
立
方

m
。

上
流
大
雪
発
電
所

で
発
電
し
た
水
は
、
延
長

一
、
九
六
六

m
の
放
水
路

ト
ン
ネ

ル
を
経

て
こ
の
ダ

ム
調

整
池

に
流
入
す

る
。
調
整
池

は
、
年
間
を
通
じ
て
毎

日
数
時
間
以
上
ピ
ー
ク
運
転
が

で
き
る
だ
け
貯
水

胤零払

槻

摺

運郭

/

至北見
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石狩川本流のダムと発電所図 一 ・1

で
き

る
機
能
を
も

つ
も
の
で
あ
る
。
池

の
最
高
水
位

は
標
高

七

=
二
m
、
総
貯
水
容
量
三
〇
万
七
、
○

○
○

ト
ン
、
利
用
水
深
四

m
、
有

効
容
量

二
七
万

ト
ソ
で
た
ん
水
面
積
○

・
一
四
平
方
㎞
と
な

っ
て
い

る
。取

水

は
、

こ
の
ほ
か

ニ
セ
イ
チ

ャ
ロ
マ
ッ
プ
川

・
ウ

エ
ソ
シ
リ
川

・
天
桂
川

・
荒
井
川
な
ど
右
岸
支

漢
流

の
ほ
と
ん
ど
か
ら
も
行
わ
れ
、

導
水
路

で
発
電
所

ま
で
送
ら
れ
る
。

こ
の
た
め
、

石
狩
川

の
減

水
が
著
し

い
と
し
て
、
厚
生
省
は
工
事
許
可
条
件

に
観
光
放
流
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
た
。
そ

の
骨

子

は
、
五
月
か
ら
十
月

に
お

い
て
毎

日
午
前

六
時
か
ら
日
没
後
三
〇
分

ま
で
、
層
雲
峡
温
泉
街

で
毎
秒

六

ト
ソ
以
上

の
水
を
確
保
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

本
流
取
水
ダ

ム
か
ら
温
泉
街
ま
で
の
距
離

は

一
〇
㎞
あ
る
。
流
水
の
到
達

に
約
三
時
間

か
か
る

の
で

午
前
三
時

に
ダ

ム
か
ら
放
流
を
始

め
る
と

六
時

に
温
泉
街
に
着
く

こ
と

に
な
る
。

一
方
、
夕
方

は
こ
の

分
だ
け
早
目
に
放
流
を
打
切

っ
た
の
で
、
大
函
で

は
日
没
前

二
時
間
以
上
も
無
水

に
近
い
日
が
し
ば
し

ば
生
じ
、

こ
の
こ
と

は
.後

日
問
題

に
な

っ
た
。

こ
の
発
電
所

と
関
連
施
設
は
、
す

べ
て
大
雪
山
国
立
公
園
特
別
保
護
地
区

ま
た
は
特
別
地
域
内

に
あ

り
な
が
ら
、
当
時

の
自
然
保
護

は
温
泉
街

の
景
観
保
持
だ
け
だ

っ
た
。
発
電
所
真
上
の
岩

は
だ
の
草
木

を
は
ぎ
取

っ
て
、
直
径
三

m
長
さ

二
〇
七

m
の
水
圧
管
路
が
据
え
ら
れ
て
い
る
の
は
痛

々
し
い
。

当
時

の
北
電

工
事
概
要
書
冒
頭

に
、

「
豊
富
な
石
狩
川

の
水
を
、
高
落
差
が
得
ら
れ
易

い
上
流
部

で

電
気

に
変

え
る
た
め
、
今
回
こ
の
景
勝
地

に
発
電
所
を
建
設
し
、
も

っ
て
北
海
道

の
産
業
文
化

の
向
上

に
大

き
く
寄
与
す

る
考
え
」
と
書

か
れ

て
い
た
。
時
代

の
す
う
勢
を
物
語

る
も

の
と
い
え
よ
う
。

◇

◇

層
雲
峡
発

電
所

か
ら

い
っ
た
ん
石
狩
川
に
還
流

さ
れ

た
水
は
、
す
ぐ
真
勲
別
発
電
所
本
流
取
水
口
か

ら
取

水
さ
れ

る
。
標
高
五
三
七

・
六

m
。
水
は
左
岸
導
水
路
を
流
れ
、
途
中

ニ
セ
イ

ノ
シ
キ
オ

マ
ツ
プ

川

・
リ
ク

マ
ソ
ベ
ツ
川

・
天
幕
沢

の
支
漢
流

を
合
流

さ
せ
る
。

こ
こ
ま
で
が
国
立
公
園
内

で
い
ず
れ
も

特
別
地
域
。

さ
ら

に
ク

マ
ノ
沢

か
ら
も
取
水
し
て
発
電
所
ま
で
導
き
、
発
電

し
た
う
え
で
放
水
口
か
ら

再
び

石
狩
川

へ
。

つ
ま
り
、
国
立
公
園

の
入
口
は
本
流
取
水
口
と
放
水

口
と

の
間

に
位
置
し
、
取
水
さ

れ
る
た
め
流

水
の
き
れ
る
日
が
し
ば
し
ば
生
じ
て
、
大
石
が
ゴ

#
ゴ

戸
と
目

立

っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
発
電
所

は
昭
和
十

三
年
十

一
月
着
工
、
十

六
年
四
月
、
発
電
開
始

の
戦
時
型

。

「
水

の

一
滴

は

血
の

一
滴
」

に
国
立
公
園
は
完
全

に
押
し
や
ら
れ
て
し
ま

っ
た
。

こ
の
こ
と
も
後
日
問
題

に
な

っ
た
の

で
、
大
雪
発
電
所

の
運
転

を
機
会

に
、
昭
和

五
十
年
十
月
か
ら
層
雲
峡
温
泉
街
と
同
じ
時
間
、
大
函

で
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毎
秒

三
ト

ン
以
上
、
公
園

入
口
で
毎
秒

ニ
ト
ソ
以
上

の
流
量
を
維
持
す

る
よ
う
に
改
め
ら
れ
た
。

こ
の
下
流

に
は
、
同
じ
方
式

で
上
川

・
安
足
間

・
愛
別
発
電
所
が

つ
づ
く
。
愛
別
町
愛
別
発
電
所

以

外

は
す
べ
て
上
川
町
に
所
在
す

る
。

石
狩
川
水
系
忠
別
川
の
発
電
所

江
卸
発
電
所

は
標
高

三
六
〇

・
五

m
忠
別
川

の
最
上
流
部

に
位
置
す

る
。
昭
和
十
五
年
三
月
着

工
、

発
電
開
始

は
終
戦
直
前

の
二
十
年

八
月
五
日
。
十
九
年
十

二
月

に

一
応
工
事
は
完

成

し
な

が

ら
、

翌

二
十
年

一
月
三
十
日
の
調
整
機
試
験

の
際
、
鉄
管
下
部

の
新
製
作
管
が
破
裂
す
る
事
故
が
生

じ
て
遅
れ

た
。
取

水
の
中
心
は
忠
別
川
ダ

ム
で
、
高

さ
四

・
五

m
堤
頂
長
九
八

m
、
取
水
位

は
標
高

五
二

一
・
二

m
の
自
流
式
。
さ
ら
に
ピ

ウ
ケ
ナ
イ
川

・
盤
台
沢

・
ユ
コ
マ
ン
ベ
ツ
川

か
ら
も
取
水
す
る
。
こ
こ
ま
で

は
大
雪
山
国
立
公
園
内

で
普
通
地
域
。
ほ
か
に
ノ
カ
ナ

ン
川

か
ら
も
取
水
し
て
発
電
す
る
。

下
流

に
は
、
大
正
時
代

か
ら

の
忠
別
川

・
志
比
内
発
電
所
が

つ
づ
く
。
全
部
自
流
式
で
調
整
機
能

を

も

た
な
い
の
で
大
型

ダ
ム
は
な

い
。
江
卸
と
忠
別
川
は
東
川
町
、
志
比
内
は
東
神
楽
町
に
所
在
す

る
。

江
卸
発
電
所

の
上
流

に
発
電
計
画
は
あ
る
が
、
ま
だ
構
想

の
域
を
脱
し
て

い
な
い
。
湧
駒
別
温
泉
下

流

三
㎞

の

ユ
コ
マ
ソ
ベ
ツ
川
な
ど

か
ら
取
水
し
て
発
電
す
る
構
想

で
、
す

べ
て
の
施
設
は
国

立
公
園
普

通
地
域
内

に
お
く
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

石
狩
川
水
系
空
知
川
の
ダ
ム
と
発
電
所

十
勝
岳

は
北
海
道
中
央
部

の

一
分
水
嶺

を
形
成
す
る
。
東
斜
面
は
険
し
く
奥
深

い
山
岳
地
帯

で
、

こ

の
間
を
幾
条
か
の
十
勝
川
本
支
流
が
流
下

し
、
合
流

し
、
十
勝
平
野
を
経
て
太
平
洋
に
注
ぐ
。

こ
れ

に

反

し
、
南

・
西
斜
面

は
緩
か
で
空
知
川

の
源
と
な
る
。

金
山
ダ

ム
は
、
洪
水
調
節

・
か
ん
が

い

・
水
道

(滝
川
市
)

・
発
電
用

の
多
目
的
ダ

ム
で
、
北
海
道

開
発
局

に
よ
り
昭
和
三
十
七
年
着
工
、
四
十

二
年
に
完
成
し
た
中
空
重
力
式

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ

ム
で
あ

る
。
中
央

コ
ア
型

ロ
ッ
ク

フ
ィ
ル
の
大
雪
ダ
ム
に
く
ら
べ
、
ダ

ム
高
や
堤
頂
長
が
や
や
小
さ

い
と

は
い

え
、
提
体
積
は

一
八
分

の

一
に
す
ぎ
な
い
。

毎
年

六
月
か
ら
十
月
ま
で
の
洪
水
期
間

は
、
大
雪

ダ
ム
と
同
様

に
最
高

水
位
を
大
き
く
下

廻
る
制
限

水
位
を
設
定
し
て
増
水

に
備

え
る
。
五
十
年

八
月

の
台
風

六
号

で
は
二
、
○
○
○
万

ト
ン
貯

水
し
た
。

明
治
以
来

の
石
狩
川

は
ん
ら
ん
面
積
は
、
明
治
三
十
七
年
七
月

一
二
万
三
、
九
〇
〇
㎞
、
昭
和

七
年

石狩川水系{大雪山をめぐる水力発電所表 一1

有効落差
m

年間可能電
力量Mwh

75.ooi68,547
158.45135,030

104・55:105・194

68.19i76,791

最大使用水量㎡
/sec

最大出力
KW発電開始標 高

m
発電所

71,095

42,084

115,994

30,136

13,790

91,415

22,764

85,254

54,760

46.30

31.22

150.70

42.42

33.33

62.25

19.40

20.00

14.10

31.20

18.00

20.00

22.74

29.17

20.90

15.00

11.13

5.57

48.40

16.70

175.00

84.00

20,000

23,800

16,400

12,000

10,500

5,100

18,600

3,800

1,300

25,000

2,600

30,000

10`000

50/6

29/10

16/4

4/12

2/1

T14/2

20/8

T2/2

T12/1

42/7

T8/5

46/8

28/2

741.5

546.0

426.0

354.0

299.0

254.0

360.5

307.0

267.0

298.0

118.0

90.5

73.0

雪

峡

別

川

間

別

卸

川

内

山

尻

南

別

雲

勲

足

別

比

茂

花

大

層

真

上

安

愛

江

忠

志

金

奔

野

芦

九
月

一
三
万
六
、
七
〇
〇
㎞
、

同
三
十
六
年
七
月
五
万
二
、
三

〇
〇
㎞
、
同
三
十
七
年
八
月

六

万

六
、

一
〇
〇
㎞
、
同
五
十
年

八
月

二
万
○

、
四
〇
〇
㎞
と
報

ぜ
ら
れ
て
い
る
。

◇

◇

こ
の
ダ
ム
直
下
に
金

山
発
電

所
が
あ
り
、
標
高
二
九
八

m
で

空
知
川
最

上
流
部

の
も
の
。
大

雪
発
電
所
と
同
様

の
貯

水
池
ダ

ム
式
で
、
昭
和
四
十
年

五
月

に

着
工
し
、
四
十

二
年
七
月
に
発

電
開
始
し
た
。

奔
茂
尻
発
電
所
は

こ
の
下
流

約
四
〇
㎞
の
所

に
あ
り
、
大

正

八
年
五
月

の
発
電
開
始

で
満
五

十

八
年
経
過
。
自
流
式
で
規
模

も
小
さ
い
。

こ
の
付
近
の
空
知

川
は
、
川

の
形
態
が
平
地
流

で

勾
配
は
少
な
く
、
流

れ
も
緩
や

か
で
遅

い
。

昔

は
、
電
気

エ
ネ

ル
ギ
ー
の
供
給
体
系

は
水
力
が
主
体
で
あ

っ
た
。
需
要
も
少
な
か

っ
た
の
で
、
設

備

の
利
用
率
を
高

め
て
料
金

原
価
を
安

く
す

る
た
め
、
河
川
流
量
や
落
差

の
利
用
も
小
さ
か

っ
た
。
し

か
し
近
年
は
水
資
源
の
活
用
が
重
視
さ
れ
、
水
力
も
ピ

ー
ク
能
力
を
も

つ
タ
イ
プ
が
要
求

さ
れ

る
よ
う

に
な
り
、
適
当
な
機
会

に
新

し
い
設
備

に

つ
く
り
な
お
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。

こ
れ
を
再
開
発
と

い

う
。
従

っ
て
再
開
発

の
契
機

は
、
旧
設
備

の
耐
用
年
数
が
く
る
だ
け
で
な
く
、
上
流
貯

水
池

の
完
成
、

総
合
開
発

の
組
み
入
れ
、
流
域
変
更
や

一
貫
開
発

の
推
進
、
新
し
い
大
規
模
水
力

へ
の
組
替

え
な
ど

か
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ら
で
あ
り
、
旧
設
備

の
復
元

は
ほ
と

ん
ど
行
わ
れ
な
い
。

八
㎞
下
流

に
あ
る
野
花
南
発
電
所

は
、
上
流

に
金
山
ダ
ム
が
完
成
し
た
こ
と

か
ら
大
正
時
代

の
古

い

設
備

を
と
り

こ
わ
し
、
昭
和
四
十
四
年
七
月

か
ら
再
開
発

さ
れ
た
も
の
で
、
河

川
勾
配
が
緩
い
た
め
有

効
落
差

は
小

さ
い
が
、
使
用

水
量
が
多

い
の
で
出
力
は
比
較
的
大
き
い
。

ば
ん
け
い

そ

の
下
流
九
㎞
に
芦
別
発
電
所
が
あ

る
。

工
事
中
は
班
漢
発
電
所

と
呼
ば
れ

た
。
昭
和
二
十

六
年
十

二
月
着
工
、

二
十

八
年

二
月
発
電
開
始
。
野
花
南

・
芦
別
ダ

ム
は

い
ず
れ
も

コ
ン
ク
リ

ー
ト
重
力
式

で

調
整
池
ダ

ム
型

の
発
電
所

で
あ
る
。
空
知
川
も

こ
の
付
近

に
な
る
と
都
市
河
川

の
様
相
を
呈
し
、
ダ

ム

や
発

電
所
近
く
ま
で
人
家
が
建

つ
。

こ
の
水
系

の
も

の
は
、
国
立
公
園

か
ら
は
る
か
に
離
れ
、
金
山

は

南
富
良
野
町

に
、
そ
の
ほ
か
は
芦
別
市

に
所
在
す

る
。

治
水
と
利
水
の
関
連

現
在
、
多
目
的
ダ

ム
の
評
価
は
大

き
く
分

か
れ

る
。
良

し
と
す
る
評

価
を
要
約

す
る
と
ー

。
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昔

は
治
水
と
利
水

は
別

々
の
考
え
方

の
よ
う
で
あ

っ
た
が
近
頃

は
密
接

に
関
連
し
合

い
、
最
後

の
目

的

に
対
し

て
か
な
り

一
致
す
る
面
が
多
く
な

っ
た
。
治
水

は
水
害
を
防
ぐ

と
い
う
本
来

の
目
的

の
ほ
か

水
の
利
用
を
容
易

に
す
る
面

に
通
じ
、
利
水
は
取
水
と

い
う
本
来

の
目
的
の
ほ
か
に
洪
水

の
調
節

に
も

貢
献
す

る
。
多

目
的
ダ

ム
は
、
そ
の
典
型
的
な
例
で
あ

る
。

し
か
も
、
急
迫

し
た
水

の
需
要
を
み
た
し
、
そ
の
利
用
率
を
高

め
る
有
効
な
方
法

は
、
川
に
ダ

ム
を

つ
く

っ
て
流
水
を
人
為
的

に
調
節
し
て
使
う

こ
と
で
あ

る
。

い
ま
ま
で
は
電
源
開
発

や
治
山

・
治

水
を

主
目
標
と
し
て
き

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
こ
の
ほ
か
都
市
や
産
業

の
発
展

、
生
活

レ
ベ
ル
の
向
上
に
と
も

な
う

水
の
需
要
急
増

に
も
応
ず
る
多

目
的

で
、
か

つ
、
広
域
的
な
施
設
に
す

べ
き
も
の
だ
と

い
う
も

の

で
あ
る
。

疑
問
あ
り
と
す

る
評
価
を
要
約

す
る
と
ー

。

多
目
的
と

い
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
が

互
に
競
合
し
矛
盾
す
る
。
洪
水
調
節

の
た
め
に
は
貯

水
池
を
空

に
し
て
お
き
た

い
が
、
利
水
は

つ
ね
に
満
水

に
な

る
こ
と
を
求
め
る
。
大
豪

雨
の
と
き
は
洪

水
を
貯
え
、
曇

天
が

つ
づ
く
と
き
そ
の
水
を
利
用

す
る
と

い
う

一
体
的
運
用

を
多
目
的
ダ
ム
に
期
待

す

る
が
、
戦
後

登
場
し
た

ほ
と
ん
ど
の
も

の
は
、
治

水
目
的
を
常

に
掲
げ

な
が
ら
上
流

に
建
設
さ
れ

て
き

た
。
そ
れ
は
発
電
を
優
先
さ
せ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ

の
う
え
多
目
的
ダ

ム
の
費
用
分

担
割
合
が
、
発
電

に
有
利

で
治
水
が
最
も
損

を
し
て
い
る
と
し
、
洪
水

は
ダ

ム
に
貯
え
ら
れ
た
そ

の
と
き

か
ら
洪
水
で
は

な
く
な
り
、
用

水
と
し
て
使

用
さ
れ
る
わ
け
だ
か
ら
、
治
水
部
門
が
建
設
費

を
分
担
す
る
こ
と
自
体
も

正
し
く
な

い
。
貯
水
池
は
、
発
電
用

は
上
流
、
治
水
や
か
ん
が

い
用
は
平
地
近
く
に
設
け
、
両
者

の
有

機
的
運
用
を
は
か
り
、
貯
水
池

の
埋
設
対
策
と
し
て
砂
防
を
大
規
模

に
行
う

こ
と
が
大
切
だ
と

い
う
も

の
で
あ
る
。

◇

◇

ダ

ム
地
点

の
決
定

に
は
、
地
形

・
地
質
な
ど
の
条
件

の
ほ
か
、
自
然
環
境

や
社
会
的
環
境
を
十
分
考

慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
石
狩

川
本
流
や
支
流
空
知
川

に
お
い
て
は
、
早
く

か
ら
洪
水
調
節

の
た
め

の
ダ

ム
を
必
要
と
し
て

い
た
が

、
そ

の
中

・
下
流
に
適
地

は
見
あ
た
ら
ず
、

一
方
、
上
流
側

で
は
か
ん

が

い

・
水
道

・
発
電
な
ど

の
水
需
要
が
急
速

に
高
ま

っ
て
い
た
も

の
の
、
各
目
的
単
独
で
は
ダ

ム
の
工

事
費
が

か
か
り
す
ぎ

て
経
済
的
に
な
り
た
た
な
か

っ
た
。

金
山

・
大
雪
ダ

ム
は
こ
の
要
請
に
こ
た
え
る
た
め
、
治
水

ダ

ム
に
各
利
水
事
業
が
参
加
す

る
と

い
う

形
で
設
け
ら
れ
た
も

の
で
、
治

水
側
が
ダ

ム
を
所
有
し
、
施
工
管
理
を
行

い
、
利
水
者

は
受
益
分

に
見
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合
う
建
設
分
担
金
を
支
払

っ
て
、
ダ

ム
使
用
権
を
得

る
と

い
う
方
式
が
と
ら
れ
た
。
特
定
多
目
的
ダ

ム

法

に
よ

っ
た
た
め
で
あ
る
。

従

っ
て
、
水
の
運
用
も
洪
水
期

は
治
水
を
優

先
し
て
取
扱

い
、
制
限
水
位
を
設
定
し
て
水
位
を
大
幅

に
下
げ
洪

水
に
備

え
る
。
次

い
で
、
利
水
方
法

に
代
替

の
な
い
か
ん
が
い

・
水
道
が
取
水
し
、
残

り
を

最
低
水
位

ま
で
発
電
が
利
用
す
る
。
非
洪
水
期

に
は
ダ

ム
の
水
位
を
最
高
水
位
ま

で
引
き
上
げ

て
、
冬

の
渇
水
期

に
備

え
な
が
ら
利
水
部
門
が
使
用
す
る
。
こ
れ
が

こ
の
方
式

の
基
本
パ

タ
ー
ン
で
あ
る
。
な

お
、
洪
水
期

以
外

に
お
い
て
も
洪
水
調
節
は
予
備
放
流

で
行
う
こ
と
が

で
き
、
利
水
部
門

は
そ
れ
ぞ
れ

定
め
ら
れ
た
期
間
と
量

の
範

囲
で
使
用
す
る
。

費
用
負
担

に

つ
い
て
は
従
来

か
ら

い
ろ
い
ろ
の
方
法
が
提
唱
論
議

さ
れ

て
き
た
が
、
社
会
的
生
産
と

私
的
生
産
と

い
う
本
質
的

に
性
格

の
異
な
る
各
種
部
門
が
、
完

全
に
納
得
す
る
よ
づ

な
合
理
的
方
法
を

見
出
す

の
は
な
か
な
か
難

か
し
い
。
従
来
わ
が
国

に
お

い
て
は
、
昭
和
二
十

九
年

に
制
定
さ
れ
た
身
替

り
妥
当
支
出
法
が
使
用
さ
れ
、
そ

の
後

、
物
価
や
経
済
効
果

の
判
定

に
著

し
い
変
化
が
あ

っ
た
た
め
、

昭
和
四
十

二
年
分

離
費
用
残
余
身
替

り
妥
当
支
出
法

と

い
う
も
の
に
改
め
ら
れ

た
。

本
道

で
は
、
発
電
部
門
が
加
わ
る
多
目
的
ダ

ム
と
し
て
は
盆
雌

●
梵
豊

の
ほ
か

に
櫓
灘
わ
(
水
道

●
不

い
わ

お

な
い

ほ
う
へ
い
き
よ
う

特
定
用

水
)

・
岩
尾
内

(
水
道

・
工
業
用
水

・
不
特

定
用
水
)
・
豊
平
峡

(水
道
)
、
調
査
又
は
工
事
中

と

か
ち

た
か

み

お

た
る
な
い

に

ぶ

た
に
ら
び
と
り

の
も
の
に
十
勝

・
高
見

・
小
樽
内

(
水
道
)

・
二
風
谷
平
取

(
水
道

・
工
業
用

水

・
不
特
定
用
水
)
な

し
ざ
り
が
わ

か

こ

ど
が
あ
り
、
発
電

の
加
わ
ら
な
い
も

の
に
工
事
中

の
漁
川

(
水
道

・
不
特
定
用
水
)

・
鹿

の
子

(
か

ん

大雪山をめ ぐる多目的ダム

ー 石狩川水系 一

表一2

贈 露1金 山ダム

291.61470.0

57.3

288.5

220

9.20

345.0

320.0

25.0

150,450

130,420

86.5

440.0

3,874

2.92

807.5

774.2

33.3

66,000

54,700

流 域 面 積 ㎞?

ダ ム 高m

:堤 頂 長m

堤 体 積 千m3

たん水面積 ㎞2

最 高多水 位m

最 低 水 位m

利 用 水 深m

総貯水容量千㎡

有 効 容 量 千㎡

が

い
・
工
業
用
水

・
水
道

・
不
特
定
用
水
)

び

ぱ
い

・
美
唄

(水
道

・
工
業
用
水

・
不
特
定
用

水
)
な
ど
が
あ
る
。

い
ず

れ
も
原
則
的

に

は
金
山

・
大
雪
と
同
じ
方
式
を
と

っ
て
い

る
が
、
調
査
中
の
も
の
に
は
多
目
的
ダ

ム

と
す
る
こ
と
に
疑
問
視
さ
れ

て
い
る
も

の

も
あ
る
。緑

化
工
事
さ
ま
ざ
ま

大
雪
発
電
所
の
緑
化
計
画
は
昭
和
四
十

八
年
七
月
に
立
案
さ
れ
た
。
基
本
的
に
は

緑
化

の
完

工
時
点

で
、
最
終
的

に
は
で
き
る
だ
け
原
植
生

に
近

い
状

態

へ
の
遷
移

の
進
行
が

み
ら
れ
、

周
辺
植
生

と
で
き
る
だ
け
異
和
感

の
な
い
形

を
想
定
し
た
も

の
で
あ

る
。

植
生
調
査

で
は
、
発
電
所
周
辺

の
斜
面
に

エ
ゾ

マ
ツ

・
ト
ド

マ
ツ
群
落

が
発
達

し
平
地
に
も
そ

の

一

部
が

み
ら
れ
た
。
斜

面
下
部
と
石
狩
川
沿
い

一
帯

は
、
ド

ロ
ノ
キ

・
ナ
ガ
バ

ヤ
ナ
ギ

・
オ
オ
バ

ヤ
ナ
ギ

・
ヤ

マ
ハ
ン
ノ
キ
を
中

心
と
す
る
群
落

の
占

め
る
所
。
従

っ
て
こ
の
植
生
を
最
終
的

に
期
待
す
る
こ
と

と
し
、
ド

ロ
ノ
キ

・
オ
オ
バ
ヤ
ナ
ギ

・
ヤ

マ
ハ
ン
ノ
キ
を
中
心
と
す
る
パ
タ
ー
ソ
。

エ
ゾ

マ
ツ

・
ト
ド

マ
ツ
群
落

に
な
じ
ま
せ
る
も

の
と
し
て
は
、
土
捨
場
の
土
壌
や
予
想

さ
れ

る
風
衝
な
ど
土
地

の
条
件
を

考
慮
し
、
ア
カ

エ
ゾ

マ
ツ
に
ダ
ケ
カ
ン
バ
を
加
え
た
パ
タ
ー
ン
を
想

定
し
た
。

流
路

の
変
化
で
裸
地
化
し
た
こ
の
あ
た
り

の
洲
に
は
オ
オ
ブ

キ

・
オ

ニ
シ
モ
ツ
ケ

・
ヨ
ブ

ス
マ
ソ
ウ

・
エ
ゾ

ヨ
モ
ギ
や
ド

ロ
ノ
キ

・
オ
オ
バ

ヤ
ナ
ギ
の
稚

樹
の
侵
入
被
覆
が
進
行

し
て
い
る
の
で
、
川
に
近

い
法
面
は
ヤ
ナ
ギ
の
さ
し
木

を
行

い
、
草
本
類
は
自
然
侵
入
を
期
待

し
た
。

植
栽

数
量
は
、
緑
化
面
積

八

・
五
㎞

に
対
し
て
約

六
万
本
。
昭
和
五
十
年

六
月
か
ら
九
月
に
施
行
。

大
規
模

な
造
林

、
小
規
模

な
造
園

い
ず
れ

で
も
な
く
、

か
つ
、
そ
の
植
栽
が
単
独
に
存
在
す
る
こ
と
な

く
周
辺

の
自
然
植
生

に
と
け
込
む

こ
と
が
要
求

さ
れ
る

の
で
、
全
体
と
し
て
機
械
的
イ

メ
ー
ジ
に
な
ら

な
い
よ
う
な
配
植
方
法
が

と
ら
れ
た
。

昭
和

五
十

二
年
九
月
の
観
察

で
は
活
着
率

九
〇

%
以
上
。
生
長
も
全
般

に
良
好
で
ヤ

マ
ハ
ン
ノ
キ

・

ド

ロ
ノ
キ
で
二

m
、
ヤ
ナ
ギ
は
三

m
を
越
え
る
も

の
も
多
く

み
ら
れ
た
。
植
生
盤

を
用

い
て
播
種
を
試

み
た
法
面
は
、

エ
ゾ

ヨ
モ
ギ

・

エ
ゾ

ヤ

マ
ハ
ギ

の
発
芽
や
周
辺
草
本
類
の
侵

入
が

ほ
と
ん
ど

み
ら
れ

ず
、
発
芽
や
競
合

に
ま
さ
る
リ
ー
ド

・
キ

ャ
ナ
リ
ー

・
グ

ラ
ス
が
密

生
し
、
草
丈
が

一
m
を
越
え
て
い

る

の
は
、
ま
さ
に
異
様

で
あ
る
。
草

本
類

に
関
す

る
研
究
が
不
十
分

で
あ

っ
た
か
ら

で
あ
る
。

◇

◇

大
雪

ダ
ム
の
建
設

に
と
も
な

い
国
道

三
九
号
や

二
七
三
号

の
大
幅
な
付
替
工
事
が
行
わ
れ
た
。
切
土

・
盛
土
も
き
わ

め
て
多
く

の
地
点
多

く
の
量
に
達

し
、
跡
地
整
理
に
た
く
さ

ん
の
課
題
を
残
し
た
。

こ

の
工
事

で
は
緑
化

に
対
す

る
慎
重
な
検
討
が
行
わ
れ

た
と
き
か
ず

、
ほ
と

ん
ど
従
来

の
緑
化
工
材
料
と

緑

化
工
手
法

を
採
用
し
た
だ
け

で
、
道
路
法
面
を
利
用
し
た
緑
化
工
試
験
圃
場
も
大
部
分
が
外
来
種

の

も

の
ば
か
り
。
延
長

一
、

一
五

一
m
の
三
国
ト

ン
ネ

ル
は
昭
和
四
十

八
年

六
月

の
開
通

だ
が
、
そ

の
手

前

一
帯

の
荒
れ
地
は
現
在
も
全
く
緑

化
さ
れ
て

い
な
い
。

ダ

ム
工
事
跡
も
土
捨
場

の

一
部
を
除

い
て
大
同
小
異

で
あ
る
。

ダ
ム
サ
イ

ト
周
辺

の
む
き
出
し
さ
れ
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た
山

は
だ
は
痛

々
し

い
。

こ
う

い
う
場
所

で
の
緑
化

を
よ
く

「
修
景
緑
化
」
と

い
う
。

「
風
景
を
と
と
の
え
る
」

「
景
観

を
な

お
す
」
と

の
イ

メ
ー
ジ
か
ら

「
緑
色

に
す
る
こ
と
」
と
考
え
が

ち
に
な

る
。
だ
か
ら
緑
化
を
困
難
に
し

て
し
ま

っ
た
断
崖

の
よ
う
な
岩

は
だ
に
グ
リ
ー
ン

・
ネ

ッ
ト
を
は

っ
た
り
、
法
面

に
外
来
牧
草
を
吹
き

つ
け
た
り
す
る
。

「
環
境
緑
化
」
と

か
、
あ

る
い
は
も

っ
と
ま
し
な
言
葉
は
な
い
も

の
だ
ろ
う
か
。

◇

◇

大
雪
ダ

ム
は
洪

水
調
節

の
た
め
六
月
十

一
日
か
ら
水
位
は
八
〇

四

・
五

m
、
七
月

か
ら
九
月

は
七
九

四

・
八

m
、
十

月
は
再
び
八
〇

四

・
五

m
に
制
限
さ
れ
る
。

一
方

、
最
低
水
位
は
か
ん
が

い

・
水
道

・

発
電
用

の
た
め
七
七
四

・
二

m
以
下

に
し
な
い
。
年
間
を
通

じ
て
の
最
高
水
位
は
八
〇
七

・
五

m
だ
か

ら
、
最
低
水
位
ま
で

の
水
深

の
差

は
三
三

・
三

m
。
金
山
ダ

ム
も
同

じ
方
式
を
と
り
、
最
高
水
位
三
四

五

m
、
最
低
水
位
三
二
〇

m
で
、
水
深

の
差

は
二
五

m
で
あ
る
。

六
月

か
ら
十
月

に
か
け
て
、
ダ
ム
の
水
位
は
こ
の
範

囲
で
大
幅

に
下
が
り
、
ダ

ム
周
辺

の
地
は
だ
は

露
出

し
、
ダ

ム
湖
終
端

は
水
が
引

い
て

一
木

一
草

の
緑

も
な
い
荒
涼
と
し
た
風
景

に
な
る
。
金
山

ダ

ム

で
は
ダ

ム
湖
周
辺

の
減

水
裸

地
の
緑
化
に
、
リ
ー
ド

・
キ

ャ
ナ
リ

ー

・
グ

ラ
ス
を
試
用

し
、
実

用
化
に

成
功

し
た
と

い
う
、

当
時

「
幻

の
草
」

と
し
て
報
道
さ
れ
、

日
本
草
地
学
会
講
演
会

に
も
発
表
さ
れ

た
。
た
だ
、
こ
れ
に
よ

っ
て
湖

の
水
質
や
生
態
系

に
与

え
た
影
響

や
調
査
成
績

に
つ
い
て
は
寡

聞
に
し

て
ま

っ
た
く
知
ら
な

い
。

層
雲
峡
本
流
取
水
ダ
ム
の
堆
積
土

ダ

ム
は
貯
水
が
始

ま

っ
た
そ

の
日
か
ら
、
土
砂
も
た
ま
り
は
じ
め
る
。
上
流

の
山
岳
地
帯
は
、
火
山

の
影
響

や
複
雑
な
地
形
に
よ

っ
て
、
大
量
の
土
砂
が
平
常

時
で
も
水
と
と
も
に
流
れ
出

て
い
る
。
層
雲

峡
発
電
所
本
流
取

水
ダ

ム
の
堆
積
土

は
、
昭
和

二
十
九
年

の
台
風

一
五
号
以
来

二
〇
年
間

に
わ
た
り
上

流

地
域

か
ら
流
下

し
た
表
層

土
で
あ
る
。
総
貯
水
容

量
三
〇

万
七
、
○
○
○
ト

ン
に
対
し

て
、
昭
和

四

十

九
年

に
凌
藻

し
た
土
量
は
三
二
万
五
、
○
○
○

ト
ン
。
池

と
池

に
近

い
上
流

一
帯

に
か
け

て
、
二
〇

年
間

で
三
〇
万
ト

ン
以
上
の
土
砂
が
堆
積

し
た
こ
と
に
な
る
。

◇

◇

中
央
高
地
と

い
わ
れ

る
大
雪
山
は
、
え
り
も
岬
か
ら
宗
谷
岬
東
側

に
か
け

て
北

海
道

の
中
軸

を
な
す

山
岳
地
帯
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
す
る
。
地
質
的
に
は
日
高
帯

に
属
し
、
中
生
代
ジ

ュ
ラ
期

(
一
億
数
千

ム
ニセイカウシュッペ山
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メジ/∴大函
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北
見

凶
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＼
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、
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@
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年
前
)

の
日
高
累
層
群

お
よ
び
変
成
岩

・
深
成
岩

で
つ
く

ら
れ

て
い
る
。
日
高
帯
が
形
成

さ
れ
た
の
は

中
生
代

か
ら
新
第
三
紀
。
南
部
は
、
え
り
も
岬
か
ら
約

一
四
〇
㎞

に
わ
た

っ
て
つ
づ
く

日
高
山
脈

の
変

成
岩
や
深
成
岩

の
卓
越

し
た
地
域
で
、
北
部

は
粘
板
岩

が
主
体

と
な
る
。
南
北

で
は
地
質
的
特
徴
が
異

な
り
、
中
央
高

地
が
日
高
帯
を
分

け
る
境
と
な
る
。

ま
た
、
中
央
高

地
の
日
高
帯

に
く

い
込
む

よ
う

に
千
島
弧
が
会
合
す
る
。

こ
の
基
底

は
新
生
代
第

三

紀
中
新
世

の
緑

色
凝
灰
岩
。
さ
ら
に
日
高
帯

に
大
雪
-

十
勝
火
山
列
が
交
差
す
る
。
こ
の
火
山
列

は

新
第
四
紀
洪
積

世
に

つ
く
ら
れ
た
も

の
と

い
わ
れ
る
。

こ
の
期
間
に
隆
起

、
侵
蝕
、
火
山
活
動
な
ど
が
く
り
返
さ
れ

、
新
第
四
紀
洪
積
世

に
は
溶
結
凝
灰
岩

の
前
面
が
大
函
に
お
い
て
石
狩
川

を
せ
き
と

め
大
き
な
湖
を
生
成

し
た

(層
雲
峡
ダ

ム
や
大
雪
ダ

ム
が

こ
れ

の
人
工
的
復
元

と
い
う

に
は
余
り

に
も
小
さ
す
ぎ

る
が
f

)
。

こ
の
湖
底

に
堆
積
し
た
白
楊
平
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層

は
、
粘
土
や

シ
ル
ト
を
主
と
し
、
う
す
い
葉
理
を
持

つ
未

凝
固
堆
積
物

で
あ
る
。

従

っ
て
地
質

の
概
観

は
、
基
盤
岩
層

で
あ
る
中
生
代
白

亜
紀

の
日
高
累
層
群

と
、
そ

の
上

に
中
新
生

代

以
降

の
火
山
活
動
に
よ
る
各
種
熔
岩

類
が
被
覆
し
、
さ
ら
に
第
四
紀

に
入

っ
て
か
ら

の
熔
岩
流

の
ダ

ム
ア

ッ
プ

に
よ
る
堆
積
物

に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
る
。

◇

◇

こ
の
地
域

の
土
壌
は
褐
色
森
林
土
、
ポ
ド
ゾ

ル
、
地
下
水
型

土
壌

、
そ

の
他
で
、
こ
の
う
ち
褐
色
森

林

土
型

六
五

%
、
ポ
ド
ゾ

ル
型

二
五

%
、
褐
色
森
林
土
型

は

一
般

に
土
壌
構
造
が
よ
く
発
達
し
理
化
学

性
も
良
好

で
あ
る

(旭
川
営
林
局
土
壌
調
査
報

告
書
第

二
二
報
大
雪
事
業
区
i

一
九
七

一
1

よ
り
)
。

層
雲
峡
本
流
取
水
ダ

ム
の
堆
積
土

は
、

ほ
と
ん
ど
大
雪
発

電
所

の
緑
化
用
客
土

に
利
用

さ
れ
た
。

ロ

ッ
ク
フ
ィ
ル
型

の
大
雪
ダ
ム
は
、
上
流
三

つ
の
山

と
森
林
を
と
り

こ
わ
し
て
原
石
を
採
取

し
た
。
総
貯

水
容
量

六
、
六
〇
〇
万

ト
ソ
、
有
効
容
五
、
四
七
〇
万

ト
ン
の
大
雪
ダ

ム
へ
の
堆
積
土
砂

の
影
響

は
何

年
後

に
生
ず

る
か
。
気

に
な
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

富
栄
養
化
と
生
態
系
へ
の
影
響

川

の
生
物

の
主
役
は
、
藻
類

・
底
生
動
物

・
魚
類

の
三
者

で
あ
る
。
ダ

ム
湖
が
形
成
さ
れ
る
と
底
生

動
物
群
集

が
激
変
し
、
プ
ラ

ソ
ク
ト
ン
が
繁
殖
、
魚
類
群
集

も
大
き
く
変

わ
る
。
静
水
と
流
水
の
生
活

環
境
が
非
常

に
異
な

る
か
ら
で
あ
る
。

ダ

ム
湖
は
、
た
ん
水
す
る
ま
で
森
林
や

田
畑
で
あ

っ
た
所
が
多

い
の
で
、
水
を
た
め
る
と
必
ず
と

い

っ
て
い
い
ほ
ど
富
栄
養
化
す
る
。
樹
木
や
土
壌

に
含
ま
れ

る
栄
養
分
、
特

に
窒
素
や
リ

ン
が
溶
出
す

る

た
め
。

富

栄
養

化
と
は
、
湖
水
中

の
栄
養
塩

の
増
加

に
よ

っ
て

一
次
生
産
、

つ
ま
り
植
物
プ

ラ
ン
ク
ト

ン
や

水
草
が
異
状

に
発
生
す
る

こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
れ
を
た

べ
る
小

動
物
が
増
え
、
そ
れ
を
餌

に
す
る

魚
が
増
え
る
と
い
う

二
次
生
産
が
生

ま
れ

る
。
水
界
が
富
栄
養
化
す
る
と
甚

だ
し
い
場
合
湖
中

の
溶
存

酸
素

の
量
が
変
化

し
、
生
物
相

は
安
定

せ
ず
化
学
的
な
水
質
も
変
化
す
る
。
当
然
、
水
域
の
生
物
相

は

変
わ
り
、
あ
る
種

の
生
物

の
異
状
発
生
も

お
き
る
。
水

へ
の
不
快
感

か
ら
魚
貝
類
が

へ
い
死
し
、
異
臭

の
問
題
も
生
ず

る
。
要
す
る
に
、
富
栄
養
化

は
同
時

に
水

の
汚
濁

に
つ
な
が

る
。
従

っ
て
、
ダ

ム
湖

の

水

の
清

濁
指

標
は
溶
存
酸
素

の
量

に
よ
る
と
も

い
わ
れ

る
。

◇

◇

流

水
に
は
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
は
発
生

し
な

い
。
だ
か
ら
ダ

ム
湖
が
流
水
性

か
静
水
性
か
で
生
物
相
に
著

し

い
変
化
が

お
こ
る
。
魚

の
餌

に
な

る
あ
る
種

の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
は
、
水

の
流
れ
が
毎
秒
五

㎝
以
上
あ

る
と
活
力
が
低
下
す
る
と
い
う
。
ダ

ム
湖

に
流

入
し
た
水
が
、
ど
の
程
度

の
時
間
滞
留
す

る
か
が
決

め

手
と
な
る
。
だ

い
た

い
ダ

ム
湖
最
深
部

の
湖
水
滞
留
時
間
が
三

日
を
過
ぎ
る
と
、
そ

の
ダ

ム
湖
独
自

の

プ

ラ
ソ
ク
ト

ン
が
発
生
す
る
と
の
調
査
結
果
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。
北
海
道

の
よ
う
な
温
帯
湖

(水
温

が
四
度

以
下

に
な

る
こ
と
が
あ
る
)

に
属
す
る
ダ

ム
湖
も
含
め

て
i

。
大
雪
ダ

ム
の
最
深
部
は
八
七

・
五

m
。

あ
る
程
度

の
深
さ
を
も

つ
湖

で
は
、
水
温
と
水
深
と

の
関
係
は
四
季

に
よ

っ
て
異
な
り
、
湖
中

の
生

物

に
も
密
接
な
関
係
を
も

つ
。
水

の
最
大
密
度

は
四
度
と

い
う

こ
と
に
も
よ
る
循
環
作
用

か
ら
で
あ
る

が
、
水
温
分
布

は
緯
度

の
高

低
、
湖
水

の
深
浅
や
大
小
、
風

の
強
さ
な
ど

に
よ
り
実
際

に
は
さ
ら
に
多

様
化
す
る
。

◇

◇

自
然
的
な
現
像

に
よ
る
富
栄
養
化

は
昔

か
ら
あ

っ
た
が
、
昭
和
三
十
年
代
後
半

か
ら
次
第

に
社
会
的

な
問
題

に
な

っ
て
き

た
の
は
、
産
業
発
展
や
都
市
生
活

に
原
因
す

る
。
工
場
廃
水

・
洗
炭
廃
水
や
下
水

を
介
し
て
の
有
…機
性
汚
物

ほ
ど
で
は
な

い
に
し
て
も
、
ダ

ム
や
そ
れ
を
利
用
す
る
観
光

・
養
殖
な
ど
も

そ

の

一
つ
で
あ

る
。
貧
栄
養
湖
と
い
え
ど
も
固
定
的
な
も

の
で
な
く
、
次
第

に
富
栄
養
化
す
る
し
、
ひ

と
た
び
栄
養
物
が
湖

の
生
態
系
に
結
び

つ
き
、

い
っ
た
ん
富
栄

養
化
す
る
と
回
復

は
き
わ
め
て
困
難

で

あ

る
。
栄
養
塩

の
除
去

に
は
、
ま
だ
名
案
が
な

い
と
い
う
。

山

の
湖

は
入
り
込
む
川
も
き
れ

い
な
漢
流

で
、
泥
や
有
機
物
を
持
ち
込
む

こ
と
は
少
な

い
。
だ
か
らし

ゆ

プ

ラ
ソ
ク
ト

ン
や
水
草
も
そ
れ
ら
の
遺
骸
も
多
く
な
い
。
が
、
金
山
湖

は
既

に
や
や
汚
濁
し
始

め
、
朱

ま
り鞠

内
湖

(
石
狩
川
水
系
太
釜
別
川

ほ
か
)
や
桂
沢
湖

(
石
狩
川
水
系
幾
春
別
川
)

は
、
そ
れ
以
上
に
汚

濁
し

て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
閉
鎖
生
態
系

を
守
る
た
め
に
は
細
心

で
は
あ
ら
ね
ぽ
な
ら
な

い
。

◇

◇

ダ

ム
が
下
流

に
及

ぼ
す
影

響
も
問
題

に
な
る
。
ダ

ム
建
設

に
よ

っ
て
潮
河
性
魚
類

の
湖
上
が
阻
止
さ

れ
、
漢
流
性
魚
類

は
激
減
す
る
。
反
面
、
貯
水
池
内

に
は
湖
沼
性

の
魚
類
が
繁

殖
す

る
よ
う

に
な
る
。

栄

養
塩
は
ダ

ム
湖

の
中

に
蓄
積
さ
れ
る
た

め
、
下
流
域

の
生
産
量

に
大
き
な
影
響
を
受
け
た
と

い
う
話

も
あ
る
。
ま
た
、
プ

ラ
ソ
ク
ト
ン
や
懸
濁
物

の
流
下

に
よ
り
下
流

の
濁
り
を
増
す
と
も
聞
く
。

多
目
的
ダ

ム
や
大
き
な
調
整
池

ダ

ム
に
お
い
て
、
増

水
期

・
渇
水
期

の
河
川
流
量

の
調
整
は
流
量

を
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平
均
化

し
安
定
さ

せ
る
た
め
、
河
川

の
生
産
力

向
上
や
河
川
環
境

の
保

全

に
大
き
く
貢
献

し
た
と
す

る

見
方

も
あ
る
が
、
発
電
が
加
わ
る
と
ピ

ー
ク
発
電
が
常
識
化
し
た
今
日
、
放

水
口
下
流

の
流
量
は
大
き

く

日
変
動
す

る
の
で
、
魚
類

に
与

え
る
影
響

は
無
視
で
き
な
い
と

い
わ
れ
る
。

利
水
ダ

ム
で
は
、
下
流

の
総
流
量
が
利
水
分
だ
け
減
る
。
減
水
は
水
面
面
積

を
減
ら
す
だ
け
で
な
く

河
床
型

の
面
積
比

を
変
化
さ
せ
、

か
つ
、
汚
水

の
影
響
が
強
ま
る
。
ダ

ム
直
下

で
は
、
流

れ
が
分
断

さ

れ
る
ほ
ど
減
少
す

る
こ
と
も
し
ぽ

し
ぽ

で
、
そ
う
な
れ
ば
魚
類

の
生
息

は
不
可
能

に
近

い
。

こ
う
し
た
影
響

に
つ
い
て
、
底
生
動
物

に
関
し
あ
る
程
度

の
調
査
資
料

は
得
ら
れ
て

い
る
が
、
魚
類

に

つ
い
て
は
な

い
と

い
う
。
水
力
発
電

の
場
合
、
自
流
式

よ
り
貯

水
池

・
調
整
池
式
が
、
ま
た
、

ダ
ム

式

よ
り
水
路
式

の
方
が

一
般
的

に
影
響
が
大
き

い
の
で
は
な

い
か
と
推
定

さ
れ

る
。

も

ち
ろ
ん
、
ダ

ム
上
流
に
も
影
響
が
な

い
わ
け
で
は
な

い
。
日
当

り
の
よ
い
広

い
ダ

ム
湖
は
、
豊
富

な
プ

ラ
ソ
ク
ト
ン
と
と
も
に
、
稚
魚

の
好
適

な
生
息
場
と
な
る
。

一
般

の
川

に
お
け
る
よ
り
も

、
は
る

か
に
高
密
度

の
稚
魚
が
群
遊

し
て
い
る

こ
と
が
多
い
。
そ
れ
が
盛
ん
に
潮
上

し
や
が
て
産
卵
す

る
。
川

そ

の
も

の
の
条
件

に
変
化
は
な
く
と
も
、
上
流

に
影
響
を
も
た
ら
す

こ
と
が
生
ず

る
。
こ
れ

は

一
例

で

あ

る
。

狸
台
林
道
と
赤
岳
道
路

狸
台
林
道
は
大
雪
ダ

ム
の
た

め
水
没
す

る
ペ
ン
ケ
チ
ャ
ロ
マ
ッ
プ
林
道

(
国
道

三
九
号
側
)
と
、

ル

ベ

シ
ナ
イ
林
道

(国
道

二
七
三
号
側
)

の
付
替
補
償
林
道

で
あ

る
。
国
道
三
九
号

か
ら
幅
員
三

・
六

m

の
新

ペ

ソ
ケ
チ

ャ
ロ
マ
ッ
プ
林
道

を
設
け

て
旧
道

に
つ
な
ぎ
、

こ
こ
か
ら
延
長

三
、
〇
五
〇

m
の
第

一

狸
台
林
道

を
。
ま

た
、
国
道

二
七
三
号

か
ら
幅
員
四

m
の
ル
ベ

シ
ナ
イ
林
道

に
入
り
、
途
中

か
ら
延
長

三
、
四
四
〇

m
の
第

二
狸
台
林
道
を
。
さ
ら
に
第

一
と
第

二
を
結
ぶ
延
長

一
、
三
〇
〇

m
の
第

三
狸
台

林
道
を
。

い
ず
れ
も
標
高

九
〇
〇
な

い
し

一
、
○
○
O

m
の
亜
高
山
帯

で
あ

る
。
工
事

は
大
雪
縦
貫
道

路
問
題
が
起
き
て

い
た
四
十
七
年
を
最
盛
期
に
し
て
、
四
十

九
年

ま
で
の
間

に
五

つ
の
林
道
、
総
延
長

九
、
三

二
〇

m
の
う
ち
六
、
五
七
〇

m
が
完

了
し
た
。

第

一
狸
台
は
二
、
三
〇
〇

m
ま
で
終

え
た
が

、
た
ん
水
で
ペ
ソ
ケ
チ

ャ
ロ
マ
ッ
プ
の

一
部
が
水
没
す

る
た
め
、
国
道

三
九
号
か
ら
新

ル
ー
ト
の
工
事

を
始

め
た
が
原
生
林
を
著
し
く
破
壊

し
、
自
然
景
観
を

損

う
た
め
中

止
。
代
替
第

ニ
ル
ー
ト
は
、
幅
員
三

・
五

m
長
さ

一
三

二

m
の
吊
橋
を
含
む
延
長
八
三
五

m
だ
が

、
吊
橋
基

部
の
地
質
が
悪
く
て
断
念

し
て
い
る
。

至北見

♂
新ペ ンケチャロマップ林道

'
ペ ンケチャロマソプ林道

第
1
狸台

林道

撃 第3狸 台林道
亀、

第2狸 台林道

国道39号
至旭川

大
雪
ダ
ム

　グ

狩
ー

r

辮

劉

N

大雪ダムと狸台林道図 一一4

第

二
狸
台

は
、
四
十
七
年
二
、
○
○
O

m
、
残

り
を
四
十
八

・
四
十

九
年

で
完
成

し
た
。

エ
ゾ

マ
ツ

・
ト
ド

マ
ツ
原
生
林
を
切

り
倒

し
、
四
〇
度

近
い
急
斜
面
を
幅
員

四

・
五

m
で
伐
開
、
削
り
と

っ
た
山

は
だ

の
土
砂
を
数
カ
所

か
ら
ブ

ル
ド

ー
ザ
ー
で
谷
底

に
落

と
す
と
い
う
乱
暴
な
工
法
。
法
面
に
は
外
来

牧
草

を
吹
き

つ
け
、
周
辺
植
生

へ
の
悪
影
響
が
案
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

第

三
狸
台
林
道

は
、
地
形
が
さ
ら
に
急

峻
な

た
め
自
然
破
壊
が
大
き

い
と

の
声

で
、
着

工
で
き
な

い

ま
ま
に
な

っ
て
い
る
。

昭
和
五
十

二
年
三
月
、
ダ

ム
側
は
営
林
局

へ
五
億

八
千
万
円

の
補
償
費
を
支
払

っ
て
こ
の
工
事
か
ら

手
を
引
き
、
今
後

の
舞

台
は
営
林
局
側

に
移

っ
た
。
こ
の
間

「
旭
川
大
雪

の
自
然
を
守

る
会
」
な
ど

は
、

独
自

の
現

地
調
査
を
も
と

に

一
貫

し
て
反
対
運
動

を
展
開
し
た

こ
と
は
、
数
多
く
報
ぜ
ら
れ

て
い
る
。

四
十

八
年
頃
ダ

ム
費
が
九
五
億
円

か
ら

一
挙

に

一
四
七
億
円

に
増
額
さ
れ
た
。
ア

ッ
プ
率
五
五
%
、

こ
の
原
因
の

一
つ
は
、
補
償
林
道
を
国
道

に
昇
格

さ
せ
る
含

み
で
、
道

路
規
格
変
更
の
工
事
費
増
額
を

見
込
ん
だ
結
果

で
な

い
か
と
推
定
さ
れ

る
。
国
は
、
再
三
に
わ
た

っ
て
狸
台
林
道
が
観
光
道
路

で
な
い
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と
否
定
し

つ
づ
け
た
が
、
林
道
と
し
て
の
メ
リ

ッ
ト
よ
り
自
然
破
壊
が
あ
ま
り

に
も
著
し
く
、

ル
ー
ト

が
湖
畔
周
遊

に
沿

っ
て
い
る
な
ど
も
合
わ

せ
考
え

る
と
疑
わ
し
い
次
第

で
あ
る
。

◇

◇

大
雪
ダ

ム
堤
頂
左
岸

、
延
長

六
八
五

m
の
樹
海

ト
ソ
ネ

ル
を
抜

け
る
と
、
赤
岳
道
路

(
道

々
旭
川
大

雪
山
層
雲
峡
線
)

へ
の
分
岐
点

に
く

る
。

こ
の
道
路

は
層
雲
峡
発
電
所
建
設

に
関
連

し
、
地
元

の
観
光

開
発
要
望

で
道

が
計

画
し
た
と
聞
く

。
既
設
道
路

は
昭
和
二
十
九
年
三
月

に
道

々
に
昇
格

し
、
計
画
道

路

は
そ

の
終
点

。
銀
泉
台

か
ら
赤
岳

(
二
、
〇
七

八

m
)
i
白
雲
平
-

北
海
岳

(
二
、

一
六

一
m
)
ー

裾
合
平
を
経
て
勇
駒
別

に
抜
け
る
直
線
距
離

一
四
㎞

の
北
部
大
雪
山
横
断
道
路

で
あ
る
。
銀

泉
台
は
赤

岳
直
下
の
森
林
帯

で
標
高

一
、
三
〇
〇

m
。
車
輌

は

こ
こ
で
通
行
止
だ
が
、
道
路

は
さ
ら

に
四
〇
度
近

い
急

斜
面

を

ヘ
ア

・
ピ
ソ
式

に
四
六
〇

m
上

の
標
高

一
、
五
五
〇

m
付
近

ま
で
つ
づ
く
。
森

林
限
界

に

近

い
。

北
海
道
自
然
保
護
協
会

は
昭
和
四
十

一
年
十

二
月
、
道

知
事

に
反
対
意

見
書

を
提
出

し
た
た
め

(
会

報
第

四
号
)

工
事

は

ス
ト

ッ
プ
し
、
四
十
八
年

四
月
正
式

に
計
画

ル
ー
ト
か
ら

は
ず

さ
れ
た
。

銀

泉
台
か
ら
上
、

九
十
九
折

の
道
路
周
辺

は
、
悪
環
境

に
加
え

て
林
縁
植
生
が
な

い
な
ど
か
ら
年

々

木
が
お
び
た
だ
し
く
枯
れ
、

い
ま
や
林

は
全
く
崩
壊
し

こ
の
斜
面

は
丸
坊
主
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
銀

泉
台
付
近

の
道
路
法
面

に
吹
き

つ
け
ら
れ
た

ク

戸
バ

ー
は
周
辺

に
逐
次
侵

入
し
、
高
山
植
生
に
競
り
勝

っ
て
い
く

。
銀
泉
台

に
は
大
雪
営
林
署

の
監
視
所
が
あ
り
、

こ
こ
の
最
大

の
仕
事
は
盗
採
防

止
と
ク

ロ

バ
ー
退
治

だ
と

い
う
慨
嘆

の
声

は
、
強
く
印
象

に
残

る
。
監
視
所
真
上
、
標
高

一
、
三
六
〇

m
の
所

に

無
人

の
開
発
局
大
雪
ダ

ム
銀

泉
台
雨
量
局
が
あ
る
。

河
川
事
業
と
自
然
保
護

水
資
源
開
発
や
治
水
事
業

は
、
社
会
開
発

の

一
つ
の
手
段
と
し
て
ゆ
る
が
せ
に
で
き

な

い

に

し

て

も
、
と
も
す
れ
ば
自
然

の
存

在
を
軽
視
し
て
行
わ
れ

て
き
た
傾
向
が
強

い
。
計

画
が
、

た
と
え
国
家
的

な
も

の
で
あ
り
、
受
益

が
広
範

か
つ
莫
大

で
あ

っ
て
も
、
自
然
を
破
壊
す
る
こ
と
は
許

さ
れ
な

い
。
事

業
が
も

つ
効
用
を

フ
ル
に
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
開
発
後
生
ず

る
諸
問
題

へ
の
対
応

だ
け

で
な
く
、
計

画
の
段
階

で
予
測
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
。
大
雪
山

を
め
ぐ
る
石
狩
川
水
系
の
ダ

ム
や
発
電
所

に
お
い

て
、
わ
ず

か
に
大
雪
発
電
所

の
緑
化
に
関
連

し
て
植
生
調
査
が
行
わ
れ
た
の
み
で
、
野
生
生
物

の
生
態

調
査
や
開
発
が
及
ぼ
す
環
境

へ
の
影
響
評
価
が
、

全
く
行
わ
れ
て
い
な

い
こ
と
は
遺

憾
で
あ
る
。
既
設

ダ

ム
湖
な
ど
開
発
地
域

の
水
質

や
生
態
系
な
ど

に
つ
い
て
、
早
急

に
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
考

え

る
。

森
林
は
降

水
循
環

に
大
き
な
作
用
を
し

て
い
る
。
森
林
土
壌

に
よ
る
降
水

の
滲
透
作
用
、
落
枝

・
落

葉

.
地
床
植
生
な
ど

に
よ
る
地
表
流

下

の
緩
和
作
用
を
は
じ
め
、
樹
冠

に
よ
る
地
表
か
ら
の
水
分
蒸
発

の
抑
制

、
降
水

の
地
表
侵
食
防
止
、
融
雪

の
遅
延
化
な
ど
の
作
用

は
、
森
林
の
水
資
源
か
ん
養
機
能

の

う
え
か
ら
重
要

で
あ
る
。
森
林
は
ま
さ
し
く
自
然
が
も
た
ら
し
た
緑

の
ダ

ム
。
森
林

の
保
護
と
周
到

な

森
林
施
業
が
望
ま
れ
る
。

§

生
態
学

は
、
環
境
保
全

の
分
析
や
診
断

に
は
欠
く

こ
と
の
で
き
な

い
も
の
で
あ
る
。
従
来

の
開
発
方

式

を
是
認

し
な
が
ら
生
態
学
を
単
純

に
結
び

つ
け

る
こ
と
は
、
生
態
学
的
考
察

の

一
部

を
形
式
的

に
採

用
す

る
だ
け

の
も
の
で
、
自
然
の
循
環
原
理

を
重
視
す
る
こ
と

に
な
ら
な
い
。
自
然
界

の
な
か
で
な
ん

ら
か
の
変
革
を
行
お
う
と
す
る
と
き

は
、
生
態
系

の
安
定
を
維
持
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
り
、
生
態
学

を
基
調
と
し
た
周
到
な
調
査

と
研
究

に
よ

っ
て
、
関
係
す

る
も
の
全
部
が

よ
く
調
和
す

る
こ
と
が
必
要

で
あ

る
。

自
然
や
環
境

に
対
す
る
認
識
が
必
ず

し
も
十
分
と
は
い
え
な
い
現
状

で
は
、
自
然
が
人
間
的
生
存

の

た

め
不
可
欠
な
要
素

で
あ
る
こ
と
、
川
を
守

る
こ
と
、
自
然
を
保
護

す
る
こ
と
、
こ
れ
ら

の
運
動

は
大

い
に
意
義
が
あ
る
も

の
と
確
信
す

る
。

(理

事
)
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献
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右
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築
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問
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部
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診
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七
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